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エアライトフォーム は、日清紡ケミカルが製造・販売する

硬質ウレタンフォームの商品名で空気 (AIR) の如く軽い (LITE)

発泡体(FOAM) という意味を含めて名付けられたものです。

今日、各種ある断熱材の中でも優れた断熱性能を持ち、さま

ざまな防熱工事に大きな威力を発揮しています。

エアライトフォーム吹付け工法は、現場発泡による種々の利点を

生かしながら、その応用範囲は幅広く、まさに理想的な断熱工法

といえるものであります。
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　　　の熱伝導率規格値

日清紡ケミカルは、“エアライトフォーム”の商品名で各種硬質ウレタンフォーム用原液を製造販売しております。

尚、施工条件（施工厚み、使用温度）等は、担当者にお問い合せ下さい。

HFO・・・・ハイドロフロオロオレフィン

◎発泡剤について◎発泡剤について

労働関連法

・労働安全衛生法

・労働安全衛生法施行令

・労働安全衛生規則

・酸素欠乏症等防止規則

・労働基準法

危険物・有害物関係

・消防法

・高圧ガス保安法

・ＰＲＴＲ(化学物質管理促進)法

＊詳細は、SDSをご確認下さい。

公害防止関係

・公害防止基本法（環境基本法）

・大気汚染防止法

・水質汚濁防止法

・海洋汚染防止法

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律

◎エアライトフォーム原液の危険物分類◎エアライトフォーム原液の危険物分類

◎安全･危険･公害等法規の概要◎安全･危険･公害等法規の概要

 

 

 

発泡剤の種類 水 HFO

1233zd

19

0

1

CF3CH=CHCℓ

 

化   学   物   質 炭酸ガス 1336mzz 1234ze+CO2 

化     学     式 CO2

沸           点 -
 

33 -19 

ODP(オゾン層破壊係数) 0 0

 

0

GWP(地球温暖化係数) 1

 

10< 1>

品      種 引 火 点 (℃) 危 険 物 分 類 指定数量 (ℓ)  毒        性 

T      液 200 ～ 250 第 4類第 4石油類 6,000 皮  膚  刺  激 

ノンフロン(HFO、水）
HFC

なし -----  ----- 目に入ると僅かに刺激あり 

【基本物性】

※3

※1　JIS　A　9526：2022

※2　測定値であり、保証値ではない（JIS　A　9526：2022には規定がない為）

※3　発熱性試験

【環境影響】※1

品名 用途発泡剤
  フロン類
使用量（％）

GWP

SF-100

　   水
（CO 2 )

SF-120
住宅建築物用

非住宅建築物用

0 1SI-NFS(P)

SG-900
HFO

SF-300J
非住宅建築物用

HFC
（245fa、365mfc) 20以下 959

SF-280NHJ

※１　2019年4月1日　経済産業省告示第81号「硬質ポリウレタンフォーム用原液の製造者等の

　　　判断基準となるべき事項」による

※２　イソシアネート側にはフロン類は含有せず

※３　「フロン回収・破壊法」から改正された「フロン抑制法（平成27年4月施工）」でHFC追加

　　　非住宅建築物用の目標値は、ＧＷＰ100以下（2024年）

※2

　

ノンフロン
タイプ

ポリオール成分

※2HFC
タイプ

SH-450

品名発泡剤
JIS A 9526 種類 熱伝導率※1 透湿率

備考
区分 記号 W/（m・Ｋ） ng/（ｍ･ｓ･Pa）

ノンフロン
タイプ

SF-100 A種3 NF3 0.040 １１.9※2 戸建住宅用

SF-120 A種3 NF3 0.040 36.4※2 戸建住宅用、低密度品

SI-NFS（P) A種1 NF1 0.034 9.0以下 法定難燃材料評価試験合格※3
 

SG-900 A種1H NF1H 0.026 9.0以下 法定難燃材料評価試験合格※3

SH-450 A種2H NF2H 0.026 4.5以下 一般厚物（定温・低温倉庫用）

HFC
タイプ

SF-300J B種 FC 0.026 4.5以下 一般厚物（低温倉庫用）

SF-280NHJ B種 FC 0.026 4.5以下 ビールタンク用（ノンハロゲン）

CF3CH=CHCF3
CF3CH=CHF

CO2

2024年 1 2024年 959
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地区 部位

品確法　省エネルギー等級４

改正省エネ基準（平成２８年基準）

断熱材の熱抵抗 
値の基準値 
m

2・K/W

断熱材の種類 / 厚さ (mm)

A 種 1（水） 
熱伝導率 

0.034W/(m・Ｋ）

A 種 1H（HFO） 
熱伝導率 

0.026W/(m・K）

1
屋根又天井 3 . 6 1 2 5 9 5

壁 2 . 3 8 0 6 0

2
屋根又天井 3 . 6 1 2 5 9 5

壁 2 . 3 8 0 6 0

3
屋根又天井 2 . 7 9 5 7 5

壁 1 . 8 6 5 5 0

4
屋根又天井 2 . 5 8 5 6 5

壁 1 . 1 4 0 3 0

5
屋根又天井 2 . 5 8 5 6 5

壁 1 . 1 4 0 3 0

6
屋根又天井 2 . 5 8 5 6 5

壁 1 . 1 4 0 3 0

7
屋根又天井 2 . 5 8 5 6 5

壁 1 . 1 4 0 3 0

8
屋根又天井 1 . 6 5 5 4 5

壁 - - -

鉄筋コンクリート造住宅区別（１～８地区）の内断熱工法における断熱材の必要厚み表

＊品確法：住宅の品質確保の促進等に関する法律
＊断熱材の種類：日本工業規格　JIS A　9526：2017を参照
＊厚み計算条件：ウレタンフォーム工業会設計推奨値の熱伝導率を採用
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